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「平成２４年度佐賀県総合防災訓練」を実施します 

１．開催目的 

２．日   時 

 県民の防災意識の高揚を図るとともに、地域防災計画の
具体的な運用と各防災関係機関の防災技術の向上及び
相互協力体制の強化を図る。 

５月２７日（日） ９：３０～１２：００  

３．会   場 佐賀市三瀬グラウンド 
多久市西渓中グラウンド 
小城市芦刈文化体育館  
小城市牛津川河川敷   ほか 

４．主   催 佐賀県、佐賀市、多久市、小城市 

５．参加見込 約８０機関 約２千人 

「佐賀県地域防災計画」の見直し後、初めての総合防災訓練を実施します。 
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（１） 地域防災計画の見直しに基づく訓練の実施 
 

（２） 同程度の規模による分散型訓練の実施 
 

（３） 訓練会場の地域特性に応じた災害想定に 
    よる訓練の実施 
 

（４） 新たに締結した協定に基づく訓練の実施 
 

（５） 災害拠点病院での医療対応訓練の実施 
 

（６） 災害時要援護者の避難訓練の充実 

本年度の訓練のポイント 
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 〇訓練内容 
   津波災害を想定し、芦刈文化体育館等を一時避難所として 
  開設し、避難住民の受け入れ等を実施 
 
 〇訓練会場 
  小城芦刈会場 

地域防災計画の見直しに基づく訓練 

一時避難所の開設・運営訓練 

 避難生活の長期化等により、発症のリスクが高まる生活丌活性病
を予防するため、マニュアル等をもとに、適度な運動等を実施 
 
〇訓練会場 
 佐賀三瀬会場、多久会場、小城芦刈会場 

生活機能低下予防マニュアル等の活用訓練 
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会場 災害想定 主な訓練項目 

佐賀三瀬会場 土砂災害 

○土砂災害警戒情報等の伝達訓練 
○避難訓練 
○避難所設置・運営訓練 
○土砂埋没家屋・車両からの救出訓練 

多久会場 地震災害 

○緊急地震速報対応訓練 
○ガレキからの救出救助訓練 
○ビル火災対応訓練 
○危険物運搬車両事故対応訓練 

小城芦刈会場 津波災害 
○一時避難所への避難訓練 
○避難所設置・運営訓練 
○孤立者のヘリによる救出救助訓練 

小城牛津会場 豪雨災害 
○水防工法訓練 
○重油漏えい事故対応訓練 

分散型訓練 地域特性に応じた災害想定の訓練 

 地域の防災力を高めるため、メイン会場での集約型訓練から、同規模の
複数会場での分散型訓練に変更。 
 各会場の地域特性に応じた災害想定による訓練の実施。 
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佐賀三瀬会場 
（佐賀市三瀬グラウンド） 

小城芦刈会場 
（芦刈文化体育館） 

小城牛津会場 
(牛津川河川敷） 

多久会場 
（西渓中学校グラウンド） 

主な訓練会場 
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〇訓練内容 
  県中部で大規模な災害が発生し、市町を越えた対応が必要となった事態を
想定し、県内市町から被災市町への応援職員を派遣 

佐
賀
市 

小
城
市 

多
久
市 

新たな協定に基づく訓練① 

県・市町災害時相互応援協定に基づく訓練 

平成２４年３月３０日（金） 

協定締結日 
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〇訓練内容 
  各避難所から物資搬送の要望を受けたヤマト運輸が独自の配送
システムにより、各避難所への支援物資の搬送を実施 

義
援
物
資
・ 

調
達
物
資 

受入 

物資受入・配送センター 
（佐賀市久保泉） 

各避難所の 
ニーズ等を把握 

物資配送 

※ 県警による交通規制等も併せて実施 

新たな協定に基づく訓練② 

災害時における物資の受入及び配送等に関する協定に基づく訓練 

平成２４年２月８日（水） 

協定締結日 
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 〇訓練内容 
  ・負傷者の受入及び医療対応訓練 
  ・軽度患者を対象とした救護所（エアテント）の開設及び応急救護訓練 
 
 〇訓練会場 
  多久市立病院 

 
  
 

災害拠点病院での医療対応訓練 

多久市立病院での医療対応訓練 
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災害時要援護者避難訓練の充実 

〇訓練内容 
   避難所（多久中部小学校）に避難した住民のなかで、長期の避難生活が 
困難な災害時要援護者を福祉避難所（救護施設しみず園）へ移送し、受け
入れ等を実施 

 
〇訓練会場 
  多久会場 

福祉避難所での災害時要援護者受入等訓練 

 

〇訓練内容 
   津波警報等により垂直避難した福祉施設入所者（特別養護老人ホーム 
あしはらの園）のうち、緊急搬送が必要な災害時要援護者を緊急空輸等に
より小城市民病院へ搬送 

 
〇訓練会場 
  小城芦刈会場 

福祉施設から病院への緊急搬送訓練 
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